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第 2 章では，フェライト域熱延材の板厚方向の組織変化におよぽす潤滑の影響を明らかにし，高 r 値熱延鋼板の製造
には，摩擦係数豆 0.15の潤滑圧延により，板厚方向に均一に {111 }再結品集合組織を発達させることが有効であるこ
とを明らかにしている。





第 5 章では，動的ひずみ時効を利用して {111 }再結晶集合組織を発達させ， r 値を高めるることができることを明
らカ=にしている。
第 6 章では，実際の熱延工場で高 r 値熱延鋼板を製造するための製造条件を明らかにするとともに，ブェライト域潤
滑熱延の適用による超高 r 値冷延鋼板の製造例を示している。
第 7 章では，未再結品オーステナイト域で熱間圧延した低炭素鋼に形成される方位コロニーを Electron Back Scatｭ
tering Diffraction (EBSD) 法により観察し，加工 γ → α 変態時にバリアント選択が働くことを明らかにしている。









0.15以下にすることにより {111} 再結晶集合組織が板厚方向に均一に発達した高 r 値熱延鋼板が得られることを
明らかにしている。
(2) フェライト域熱延板の再結晶集合組織と r 値は熱延時のひずみ速度の影響を受け，ひずみ速度の増加とともに
{111 }成分は増加し， r 値は上昇することを見出し，その原因を究明している。
(3) ブェライト域熱延板の再結晶集合組織と r 値は，圧延時の固溶炭素量と圧延温度の影響を強く受け，一般に固溶炭
素量及び圧延温度の低下と共に {111 }成分は増加し， r 値は上昇するが，適度の固溶炭素量 (10 ppm 程度)を含
む鋼では動的歪時効が起こる温度域で{11l}成分と r 値は極大値を示すことを見出し，その原因を究明している。
(4) フェライト域熱延により高 r 値を得るのに適した鋼として0.002% C-O. 04% Ti-O .15% Nb 鋼を開発し，更にこの
高 r 値熱延鋼板を冷延・焼純することにより，従来に無い r=2.9の超高 r 値冷延鋼板を開発している。
以上のように，本論文は，フェライト域熱延板の再結晶集合組織と深絞り性に及ぼす製造条件の影響を明らかにす
ると共に，その機構を材料組織学的に究明したものであり，材料加工学，材料物性工学の分野に貢献するところが大
きい。よって，本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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